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請願・陳情　16p

視察報告　17p

議会のうごき　18p

神野瀬川の紅葉 （君田町）
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市
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例

　
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効

率
化
の
た
め
、
申
請
・
届
出
等
の
手
続
を
、
情
報
通
信

技
術
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の

市
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
の
制
限
に
関
す
る
条
例

　
市
民
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
等
の
請
求
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の

市
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

　
指
定
管
理
者
制
度
を
公
の
施
設
に
導
入
す
る
こ
と
等

に
伴
い
、
76
件
の
関
係
条
例
を
改
正
し
、
２
件
を
廃
止

す
る
も
の

市
税
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

　
主
な
改
正
点
は
、
個
人
市
民
税
に
お
い
て
65
歳
以
上

の
者
に
係
る
非
課
税
措
置
の
段
階
的
な
廃
止
、
肉
用
牛

の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特

例
の
延
長
な
ど

市
手
数
料
徴
収
条
例

　
10
月
１
日
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
く
手
数

料
の
新
設
等
の
た
め
、
改
正
す
る
も
の

市
介
護
予
防
等
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
市

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
及
び
管
理
条
例

　
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

　
そ
の
内
容
は
、「
痴
呆
症
」・「
痴
呆
」
と
い
う
用
語

を
「
認
知
症
」
に
改
め
る
も
の

市
水
防
協
議
会
条
例
等

　
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂

災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
条
例
で
あ
る
市
水
防
協
議
会
条
例
等
３
条
例

を
改
正
す
る
も
の

　
そ
の
内
容
は
、
引
用
し
て
い
る
水
防
法
の
条
項
の
移

動

第１回臨時会を8月11日（木）に開催し、議案4件を
原案のとおり可決しました。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工

事

名
　
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
引
込
工
事

請
負
金
額
　
　
３
億
４
５
０
万
円

請

負

者
　
　
㈱
中
電
工
広
島
支
店

工

事

名
　
　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
機
器
設
置
工
事

請
負
金
額
　
　
16
億
７
５
８
０
万
円

請

負

者
　
　
三
菱
電
機
㈱
中
国
支
社

工

事

名
　
　
農
業
集
落
排
水
統
合
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
神
杉
地
区
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事

請
負
金
額
　
　
１
億
５
９
６
０
万
円

請

負

者
　
　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
㈱
中
四
国
支
店

工

事

名
　
　
甲
奴
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

請
負
金
額
　
　
１
億
５
６
９
７
万
５
千
円

請

負

者
　
　
㈱
國
原
組
・
㈱
藤
井
工
務
店
甲
奴
中

学
校
大
規
模
改
造
工
事
共
同
企
業
体

■
第
１
回
臨
時
会

第１回臨時会

9月定例会を9月22日（木）から10月17日（月）まで
開催し、決算認定を含む議案42件を原案のとおり可
決・認定し、2件の意見書を採択しました。

9月定例会

■
９
月
定
例
会

新
設
さ
れ
た
条
例

新
設
さ
れ
た
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

甲奴中学校大規模改造工事（耐震補強）



市政を問う市政を問う

みよし市議会だより第7号③

・アスベスト対策事業経費

・道路橋梁維持経費

・道路新設改良経費

・災害復旧費

・公債費（長期債繰上償還金）

一般会計予算の補正

補正額10億1,115万8千円  総額399億8,127万4千円

（主な補正内容）

1億円

9,000万円

5,740万円

4,450万円

5億4,215万9千円

字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

　
君
田
町
及
び
甲
奴
町
の
一
部
の
字
の
区
域
変
更
の
た

め
議
決
を
求
め
る
も
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工

事

名
　
　
み
よ
し
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整

備
工
事

請
負
金
額 

６
億
５
２
０
５
万
円

請

負

者
　
　
㈱
加
藤
組
・
㈱
永
谷
鉄
工
・
㈱
み
わ

け
ん
み
よ
し
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
整
備
工
事
共
同
企
業
体

備
北
地
区
消
防
広
域
行
政
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
及
び
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
備

北
地
区
消
防
広
域
行
政
組
合
で
処
理
す
る
事
務
に
「
火

薬
類
に
関
す
る
事
務
」
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
規

約
を
改
正
す
る
た
め
議
決
を
求
め
る
も
の

自
治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　
都
道
府
県
、
大
学
、
学
会
、
医
師
会
等
と
の
連
携
の

も
と
、
早
急
に
抜
本
的
な
医
師
確
保
対
策
を
講
じ
る
こ

と
を
政
府
に
要
望

が
ん
対
策
の
推
進
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
国
民
が
利
用
し
や
す
い
、
が
ん
情
報
セ
ン
タ
ー
、
が

ん
拠
点
病
院
等
へ
の
「
が
ん
患
者
情
報
室
」
を
設
置
す

る
こ
と
な
ど
７
項
目
を
政
府
に
要
望

意
見
書

意
見
書

平成17年  9月定例会

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

介 護 保 険

　（△は減額）

特別会計予算の補正

会　計　名 補正額・主な内容 総　　　額

△2,082万3千円

45億4,125万1千円

3,970万円

4,335万9千円

300万円

（　　　　　　 　　）
介護保険法の改正
に伴う介護サービ
ス等諸費等の減額

土 地 取 得 4,163万9千円

7,270万9千円

22億2,114万3千円

（　　　　　　 　　）高利率の長期債繰
上償還金の追加

工業団地等事業

下 水 道 事 業

（　　　　　　 　　）高利率の長期債繰
上償還金の追加

（　　　　　　 　　）下水処理施設管理
経費の追加



指定管理者制度

２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ④

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
４
常
任
委
員
会
で
連
合
審
査
会
を
持
ち
、
こ
れ

か
ら
の
公
共
施
設
の
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
長
時
間
に
わ

た
り
審
査
し
た
結
果
、
こ
の
条
例
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
特
集
は
、
そ
の
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見
、
執
行
部
側
の
説
明

を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　平成１５年９月に地方自治法が改正され、市が管理する施設を民
間団体等に代行管理させることが可能となり、現在管理委託を
行っている施設については、３年以内（平成１８年９月まで）に、
指定管理者制度へ移行しなければならないことになりました。
　この改正により、公の施設の管理については、指定管理者制度
を適用するか、市の直営で（個別に業務の一部委託を行って）管
理するか、どちらかを選択することになりました。

なぜ、指定管理者制度を
導入するの？

・公の施設を民間業者が一元的に管理運営することで、
効率的で専門的な管理運営がされるほか、非営利活動
団体等が担う場合は、住民が地域の施設の管理運営に
主体的に参画することが期待できます。

・行政にとっては、施設の管理に要する人員の削減や経
費の節減が見込まれます。 

・制度を活用しながら「住民自治」の意識高揚と醸成を
図ることが期待できます。

なぜ、いま導入する
必要があるの？

って
な
ぁ

〜
に
？

導入する
メリットは？

どんな施設に導入するの？
現在導入が検討されている施設は市全体で234施設。
その内公募されるものが67施設、非公募されるものが167施設。

導入が予定されている主な施設

公募によるもの

各コミュニティセンター、ジミー・カーター
シビックセンター、カーター通り駅

三 次

君 田

布 野

作 木

吉 舎

三良坂

三 和

甲 奴

非公募によるもの
文化会館、歴史民俗資料館、市営球場、
みよし運動公園、斎場、墓地

保健センター、小規模老人ホームむつみ荘、
斎場

保健福祉センター、やすらぎリビング、
高齢者生活支援ハウス、斎場

福祉保健センター、カヌー公園、
せせらぎの里、デイサービスセンター、斎場

Ｂ＆Ｇ海洋センター、老人福祉センター、
保健センター、ふるさとプラザ、斎場

福祉センター、リバティホール、運動公園グ
ランド、農村ふるさとセンター、斎場

総合運動公園、総合福祉センター、
保健センター、郷土資料館、斎場

カーター記念球場、老人福祉センター、
リサイクルセンター、斎場

各コミュニティセンター、児童遊園

生涯学習センター、文化センター、
君田グランド・テニスコート

生涯学習センター、中村憲吉生家等施設、
運動公園、ふれあいプラザ横谷会館

文化センター、自治交流センター、
郷土芸能伝承館、ふれあい公園

各コミュニティセンター、生涯学習センター、
農業総合管理センター

各コミュニティセンター、生産物直売所、
はいづかの里体験交流館

各コミュニティセンター、文化センター、
下板木体育館、きのこ館

※非公募については、地元組織等への委託が予定されている。



今
後
の
流
れ

指定管理者制度

みよし市議会だより第7号⑤

Ｑ 経費節減ばかりを追求しているのでは。
Ａ 施設をより有効活用することを基本に考えている。

Ｑ 議員、首長の兼業禁止規定を条例に盛り込むべきでは。
Ａ 12月議会までにしっかり検討していく。

Ｑ 指定管理者選定委員会に第３者をいれるべきでは。
また、選考の過程は市民に開示されるのか。

Ａ 市が管理している以上、市の委員を基本に考えている。
プライバシー保護に配慮し、情報はすべて開示していく。

Ｑ 指定管理者になっても市民の個人情報はしっかり守られ
るのか。

Ａ 契約を結ぶ際の協定書に盛り込んでいく。

Ｑ 公募はどのように行うのか。
また、もしも応募がない場合はどうするのか。

Ａ インターネットを中心に全国的に公募を行い応募がくるよ
うに最大限努力していく。

こんなところはどうなるの？
Ｑ 委託料の算定はどのようにするのか。
今までボランティアで管理していた部分も委託
料に反映されるのか。

Ａ 平成16年度決算を基本に算定する。
ボランティア等の部分は、委託料・活動費に盛
り込むことを検討している。

Ｑ 施設の管理運営状況は市民に公開されるのか。
Ａ 市が管理者に請求し、その情報を市民に公開し
ていく。

Ｑ 利用料の減免はこれまでどおりか。
Ａ 基本的には、指定管理者との話し合いにより決
定されるが、特にコミュニティセンターなど住
民に身近な施設については、地域で十分議論し
てもらいたい。

議会では、
このようなことに注目し、
今後もしっかり
チェックしていきます。

・制度について、市民に十分に説明を行い、関係
地元住民の理解を得ること

・選定基準や経過を市民に明らかにすること
・選定委員会に第３者の委員を選任し、公平性・
透明性に努めること

・毎年の運営状況等についての報告を市民に明ら
かにすること

・兼業禁止規定の条例化を早急に行うこと
・現在、条例に利用料等が明記されていないもの
は、明記するよう検討すること

・委託料の算定においては、人件費を考慮し十分
精査すること。また、支所職員を中心とした人
的サポートを行うこと

・非公募の多くが地域の自治組織への委託を検討
しているが、導入は地域の理解を得られる中で
時間をかけ行い、導入後のサポート体制の充実
も十分図ること

・制度導入後に問題が生じた場合は、行政と指定
管理者との協議の上、速やかに対処すること

議会の議決

管理者の

募集・調整

申請受付・審査

議案の作成

議会の議決

協定の締結

条例制定

募集要項等作成、施設
管理者の募集・調整

申請受付及び審査

（　　　　　　　　　　　　　　）選定委員会、審査→指定管理者
予定候補者の選定

指定管理者指定議案の
作成

指定管理者議決

協定締結
準備期間

10月

11月

12月

1月

2月

3月

平成１７年度

平成１８年度

4月 指定管理の実施
指定管理者による
管理実施

議会からの主な要望・意見

特集



２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ⑥

主
な
審
査
意
見

  

一
般
会
計

・
多
額
の
不
用
額
が
見
受
け
ら
れ
る
。
財
政
執

行
状
況
を
精
査
し
、
適
正
な
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
た
い
。

・
安
易
な
流
用
・
充
用
は
極
力
避
け
ら
れ
た
い
。

・
事
業
が
繰
越
明
許
と
な
ら
な
い
よ
う
、
年
度

内
に
計
画
的
に
事
業
執
行
さ
れ
た
い
。

・
収
入
未
済
額
の
削
減
に
努
力
し
、
収
入
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
納
欠
損
処
理
は

十
分
精
査
さ
れ
た
い
。

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
、
他
事
業
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
予
算
編
成
・

執
行
に
は
配
慮
さ
れ
た
い
。

・
自
治
組
織
の
自
立
の
た
め
、
支
援
施
策
や
補

助
金
制
度
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

・
地
域
集
会
施
設
整
備
事
業
の
助
成
制
度
の
周

知
及
び
事
業
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
、
各
施
設
の
機

能
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

・
土
地
購
入
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ

て
事
業
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

・
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
、
基
本
計
画

に
基
づ
い
た
施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

・
学
校
施
設
の
修
繕
・
整
備
を
遅
滞
な
く
実
施

さ
れ
た
い
。

・
文
化
財
保
護
事
業
の
推
進
、
観
光
施
策
の
充

実
に
よ
り
、
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
ら
れ

た
い
。

・
高
齢
者
、
障
害
者
施
策
の
充
実
と
、
各
施
設

整
備
事
業
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

  

特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
か
か
る
制
度
拡
充
な

ど
、
予
防
医
療
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ら
れ

た
い
。

　
診
療
所
特
別
会
計

・
無
医
地
区
を
作
ら
な
い
よ
う
、
地
域
医
療
の

更
な
る
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
１
人
暮

ら
し
高
齢
者
世
帯
へ
の
施
策
の
充
実
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

　
清
掃
事
業
特
別
会
計

・
郵
便
局
と
契
約
し
取
り
組
ん
で
い
る
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、
対
象
地
区
数
の

増
加
を
図
ら
れ
た
い
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
の
格
差
是

正
を
図
ら
れ
た
い
。

・
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
等
の
徴
収
に
つ

い
て
、
公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
、
よ
り
一

層
の
滞
納
整
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
決
算
特
別
委
員
長
報
告
要
旨
）

　
９
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
各
会
計
の
決
算

は
、
１０
月
３
日
か
ら
１０
月
１１
日
ま
で
の
９
日
間

に
わ
た
り
、
決
算
特
別
委
員
会
及
び
各
常
任
委

員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
１２
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ

れ
、
三
位
一
体
改
革
で
、「
自
ら
の
ま
ち
は
自

ら
で
つ
く
る
」
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
る

中
、
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
、地
方
財
政
運
営
は
極
め
て
厳
し
く
、

か
つ
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
多
く
の
課
題

を
抱
え
な
が
ら
も
、
基
本
施
策
を
柱
に
お
お
む

ね
目
標
に
沿
っ
て
平
成
１６
年
度
の
施
策
が
展
開

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

平成１６年度

一般会計・特別会計

合わせて

17会計を審査

決算を認定
国 民 健 康 保 険

診 療 所

老 人 保 健

介 護 保 険

分 収 造 林

土 地 取 得

工業団地等事業

奨 学 金 貸 付

ダ ム 対 策

清 掃 事 業

衛 生 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

簡 易 水 道 事 業

46,869

6,262

475

9,969

4,989

150

1

49

50

837

1,282

205

2,284

1,406

861

7,438

3,202

989

776

46,272

6,242

467

9,969

4,942

150

1

49

50

832

1,282

205

2,255

1,406

831

7,290

2,995

870

1,086

597

20

8

0

47

0

0

0

0

5

0

0

29

0

30

148

207

119

△310

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

三次中央病院
会 計

水 道 事 業
会 計

特

別

会

計

一 般 会 計

歳 入 歳 出 差引額会 計 名

各会計の決算状況 （単位：百万円）
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市
役
所
に
は
副
市
長
を
長
と
す
る
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
関
係
部
署
と

連
携
の
も
と
、
具
体
的
施
策
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
現
場
で
の
男
女
混

合
名
簿
を
否
定
す
る
言
動
に
対
し
て
、
何
ら
現

場
の
検
証
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
の
事
か
ら
も
、

委
員
会
が
稼
動
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　
ま
た
、
市
・
市
民
・
事
業
者
等
で
構
成
す
る

推
進
体
制
も
、
未
だ
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。
行
政
全
般
に
男
女
共
同
参
画
の
基

本
理
念
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
推

進
体
制
の
充
実
を
切
望
す
る
が
考
え
を
伺
う
。

　
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

は
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、す
な
わ
ち
計
画
（
プ

ラ
ン
）
を
立
て
、取
り
組
み
（
ド
ゥ
）
を
行
い
、

そ
の
取
組
状
況
を
点
検
（
チ
ェ
ッ
ク
）
し
、
見

直
し
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
進

行
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
推
進
委
員
会
は
そ
の

う
ち
取
り
組
み
（
ド
ゥ
）
を
除
く
、計
画
策
定
、

点
検
、
見
直
し
を
行
う
た
め
に
設
置
し
、
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
推
進
委
員
会
を
開
く
こ
と
に

し
て
い
る
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
で
計
画
の

推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
性
別
役
割
分
業
が
未
だ
に
残
る
社
会
に
お
い

篠
原
多
恵
子

清
流
会

質問
1 　
男
女
共
同
参
画
推
進
体
制
の

　
充
実
を

答弁1
質問
2 　
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

　
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
自
立
支
援
を

て
は
、
女
性
の
み
が
育
児
や
介
護
を
担
っ
て
い

る
現
実
が
あ
る
。
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
自
立

支
援
の
根
底
に
男
女
共
同
参
画
の
意
識
が
働
か

な
け
れ
ば
、
本
市
の
目
指
す
「
子
育
て
に
夢
が

持
て
る
ま
ち
」「
生
涯
現
役
で
輝
く
ま
ち
」
は

実
現
で
き
な
い
。

　
ま
ず
は
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
始
め
、

企
業
へ
の
子
育
て
支
援
の
普
及
促
進
、
地
域
で

の
子
育
て
事
業
、
高
齢
者
の
人
材
活
用
、
交
流

の
場
づ
く
り
、
就
労
の
機
会
拡
大
に
努
め
ら
れ

た
い
が
所
見
を
伺
う
。

　
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
育
児
に
配
慮
し
た
モ
デ
ル
的
就
業
規

則
や
具
体
的
な
財
政
支
援
対
策
に
つ
い
て
、
関

係
部
局
と
連
携
を
図
り
、
18
年
度
に
は
企
業
へ

提
案
で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

地
域
の
子
育
て
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
材
バ
ン

ク
等
を
活
用
し
、
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
地
域
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
空
き
部
屋
や
空
き
教
室
を
利
用
し
て
の
交

流
の
場
づ
く
り
や
、
ま
た
、
高
齢
者
の
就
労
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

答弁2

今
後
も
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
の

充
実
に
努
め
る

竹
重
副
市
長

市
政
を

問
う

平成17年

9月定例会

市議会議事録

　9 月定例会では、18 名が市政

をただしました。

　質問と答弁の一部を発言順に紹

介します。詳細については、会議

録を製本の後、三次市議会事務局、

各支所、三次市立図書館に常設し

ます。三次市ホームページ（アド

レスは下記）でも閲覧できますの

でご覧ください。

HPアドレス

http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp

一般質問

男女共同参画講演会
（みよしまちづくりセンター）

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
き

推
進
を
図
る

竹
重
副
市
長



一般質問

２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ⑧

　
本
市
の
農
業
は
、
統
計
の
上
か
ら
見
て
高
齢

者
で
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
集
落
機

能
の
低
下
や
耕
作
放
棄
地
の
増
大
が
進
行
し
、

農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
を
来

た
す
恐
れ
が
あ
り
、
農
業
の
担
い
手
確
保
と
経

営
構
造
改
革
の
具
体
化
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
国
、
県
で
は
認
定
農
業
者
制
度
を
活
用
し
た

企
業
的
個
別
経
営
体
と
、
集
落
農
業
法
人
の
育

成
に
重
点
を
置
く
と
し
て
い
る
が
、
本
市
は
農

業
の
担
い
手
対
策
を
ど
う
位
置
づ
け
、
何
に
重

点
を
置
き
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。
ま
た
、
農

業
経
営
及
び
技
術
指
導
の
充
実
を
図
る
上
で
の

農
業
支
援
組
織
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
本
年
度
、
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
「
ふ

る
さ
と
農
林
業
創
造
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
行

い
、
中
核
農
家
の
育
成
や
、
農
地
の
保
全
、
基

盤
の
整
備
を
進
め
、
さ
ら
に
果
樹
や
一
部
野
菜

等
の
特
産
品
で
高
所
得
が
得
ら
れ
る
農
家
の
育

成
も
促
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
農
業
公
社
で
の
事
業
を
今
後
は
土
地

改
良
区
等
の
事
業
の
中
に
組
み
入
れ
な
が
ら
、

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
単
に
農
業
の
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
環
境
問
題
、
里
山
保
全
と
い
っ

た
と
こ
ろ
も
合
わ
せ
て
整
備
を
図
る
考
え
で
あ

る
。

　
税
の
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
図
る
こ
と
は
、

税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で

あ
る
が
、
本
市
の
滞
納
状
況
は
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
滞
納
整
理
の

取
り
組
み
と
成
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
納
税
等

に
対
す
る
意
欲
の
向
上
策
、
悪
質
滞
納
者
へ
の

対
応
策
、
納
入
方
法
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
滞
納
整
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

14
年
度
か
ら
全
職
員
に
よ
る
「
債
権
確
保
一
斉

行
動
」
を
実
施
し
て
お
り
、
打
ち
切
り
決
算
で

は
あ
る
が
15
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
８
，
７

４
８
件
、
２
億
７
百
万
円
余
り
の
滞
納
額
の
削

減
が
で
き
て
い
る
。

　
納
税
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
広
報
「
み

よ
し
」
等
で
税
の
納
期
や
内
容
に
つ
い
て
随
時

広
報
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
口
座
振
替
を

促
す
た
め
の
チ
ラ
シ
の
配
布
等
も
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

税
の
窓
口
を
開
設
し
、
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
市
民
の
不
公
平
感
の
払
拭
と
、
納
税
意
識

の
高
揚
の
た
め
に
も
、
今
後
も
厳
正
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
と
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い

く
。

宍
戸
　
稔清流

会

質問
1 　
農
業
の
担
い
手
確
保
の

　
重
点
施
策
は

ふ
る
さ
と
農
林
業
創
造
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
行
う
中
で
農
業
振
興
に

努
め
る

答弁1

岡
市
長

質問
2　
滞
納
整
理
に
新
た
な
取
り
組
み
を

今
後
も
納
税
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
く

答弁2

仁
井
財
務
部
長

納税ごよみ

　
食
育
基
本
法
が
平
成
17
年
６
月
10
日
の
国
会

で
成
立
し
、
各
省
庁
が
連
携
し
て
食
育
事
業
を

進
め
て
い
る
。深
刻
化
す
る
子
ど
も
の
キ
レ
る
、

荒
れ
る
、
む
か
つ
く
な
ど
の
非
行
、
凶
悪
犯
罪

は
食
を
め
ぐ
る
問
題
と
無
関
係
で
は
な
い
と
言

わ
れ
て
お
り
、
食
の
あ
り
方
を
見
直
そ
う
と
す

る
活
動
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
学
力
、
体
力
、
安
心
安
全
な
農
作

物
、
環
境
問
題
等
す
べ
て
の
分
野
に
か
か
わ
る

社
会
の
土
台
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
市

に
お
い
て
も
積
極
的
に
食
育
推
進
計
画
を
策
定

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
現
在
は
保
育
所
、
学
校
、
市
民
生
活
部
等
で
、

推
進
委
員
等
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
で
食
生
活
の
改

善
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
食
育
の
推
進
は
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
以
上
に

親
や
地
域
の
方
々
の
食
育
や
食
事
に
対
す
る
理

解
が
必
要
で
あ
る
。
人
の
意
識
の
部
分
な
の
で

数
値
的
な
目
標
を
表
わ
す
こ
と
は
難
し
い
が
、

環
境
政
策
等
と
合
わ
せ
て
食
育
推
進
計
画
を
ぜ

ひ
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
最
近
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
音
楽
療
法
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
研
究
の
推
進
や
実
践
例

も
あ
る
な
ど
認
知
度
は
広
が
っ
て
き
て
お
り
、

医
学
的
に
も
そ
の
効
果
は
検
証
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　
音
楽
療
法
は
、
発
達
障
害
児
、
重
度
の
障
害

者
、
認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
の
残
存
機
能
の
低

下
を
防
ぎ
、
機
能
回
復
に
も
有
効
な
療
法
で
あ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
導
入
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
音
楽
療
法
は
、
音
楽
の
持
つ
生
理
的
、
心
理

的
、
社
会
的
働
き
を
用
い
て
心
身
の
障
害
の
回

復
、
機
能
の
向
上
な
ど
に
大
い
に
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
考
え
て
お
り
、
現
在
行
っ
て
い
る

障
害
児
へ
の
発
達
支
援
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に

有
効
な
手
段
と
し
て
、
今
後
は
音
楽
療
法
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

岡
田
美
津
子

公
明
党
・
市
民
会
議

質問
1　
食
育
基
本
法
の
推
進
に
つ
い
て

食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
て

い
き
た
い

答弁1

岡
市
長

質問
2　
音
楽
療
法
へ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く

答弁2

平
田
福
祉
事
務
所
長

君田小学校給食風景



市政を問う市政を問う

みよし市議会だより第7号⑨

と
い
っ
た
医
療
整
備
は
、
地
域
住
民
の
健
康
や

生
命
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
特

に
高
度
な
処
置
が
可
能
な
３
次
救
急
医
療
機
関

は
備
北
地
域
に
は
な
く
、
道
州
制
を
踏
ま
え
た

広
い
視
点
で
、
真
の
地
方
分
権
に
備
え
る
の
な

ら
ば
、
医
療
機
関
の
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し

た
上
で
、
今
後
は
、
３
次
救
急
医
療
機
関
の
設

置
に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
医
療
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
県
北
地
域
で

は
、
医
療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に

し
て
機
能
を
高
め
、
連
携
し
て
救
急
医
療
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
24
時
間
体
制
で
高
度
な
医
療
を
総
合
的
に
提

供
す
る
３
次
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
広
島
県

の
地
域
保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
、
国
の
基
準

に
よ
り
、
人
口
百
万
人
単
位
で
３
次
救
急
医
療

機
関
を
設
置
す
る
よ
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
道
州
制
へ
の
移
行
が
よ
り
具
体
化

し
て
き
た
と
き
に
は
、
３
次
救
急
医
療
機
関
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
時
期
が
来
る

と
考
え
て
い
る
。

　
合
併
前
、
そ
し
て
合
併
後
の
現
在
に
至
っ
て

も
、
ど
う
し
て
も
合
併
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
行
財
政
効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
市

民
に
対
し
て
明
確
に
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る
行
財
政

効
果
の
経
過
報
告
と
成
果
並
び
に
そ
の
情
報
公

開
を
住
民
に
対
し
て
行
い
、
な
ぜ
、
合
併
し
た

の
か
と
い
う
意
義
を
行
政
と
住
民
の
相
互
が
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
平
成
15
年
度
と
の
比
較
に
お
い
て
、
経
常
経

費
で
議
員
・
特
別
職
・
職
員
等
の
人
件
費
削
減

や
施
設
の
維
持
管
理
を
一
体
的
に
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、約
15
億
円
の
削
減
効
果
が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
上
げ
ら
れ
て
い

る
事
業
や
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
公

共
事
業
等
に
充
当
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
沿
っ
て
予
算
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
は
、
合
併
効
果
や
財
政
状
況
を
市

民
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
き
た
い
。

　
本
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
化

が
著
し
く
進
行
す
る
中
で
、
通
院
、
救
急
出
動

福
岡
誠
志創三

会

質問
1 　
合
併
後
の
行
財
政
効
果
の

　
検
証
と
そ
の
情
報
公
開
を

市
民
に
し
っ
か
り
情
報
公
開
し
て
い
く

答弁1

岡
市
長

　
本
市
の
高
齢
化
率
は
３
割
に
な
ろ
う
と
し
て

お
り
、
少
子
化
対
策
と
共
に
高
齢
者
対
策
も
重

要
な
政
治
課
題
で
あ
る
。
介
護
保
険
法
の
見
直

し
に
よ
り
、
今
年
６
月
22
日
、
軽
度
の
人
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
切
捨
て
や
、
施
設
利
用
者
に
大

幅
な
負
担
を
押
し
付
け
る
改
悪「
介
護
保
険
法
」

が
成
立
し
た
。

　
今
回
の
介
護
保
険
法
見
直
し
に
対
す
る
市
の

見
解
と
、
新
た
な
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
を
伺
う
。

　
本
市
の
８
月
末
の
高
齢
化
率
は
29
％
と
全
国

平
均
を
上
回
り
増
大
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
状
況
か
ら
も
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

な
見
直
し
が
な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
破
綻
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
こ
れ
ま
で
各
施
設
（
民
間
）
を
中
心
に

支
援
し
て
き
た
も
の
を
、
行
政
が
包
括
的
な
支

援
セ
ン
タ
ー
を
主
体
的
に
持
つ
こ
と
で
、
真
に

必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
中
央
病
院
を
核
と
し
た
予

防
医
療
か
ら
要
介
護
状
態
の
予
防
ま
で
包
括
的

な
支
援
が
で
き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
介
護
保
険
法
の
改
悪
に
よ
り
、
要
介
護
１
の

認
定
者
の
７
〜
８
割
が
要
支
援
２
と
な
る
。
要

支
援
１
と
２
の
人
は
従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
施
設
入
所
者
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
部
屋
代
と
食
費
も
介
護
保

険
の
給
付
外
と
さ
れ
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

　
入
所
者
に
と
っ
て
月
に
３
〜
５
万
円
の
負
担

増
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し
て

の
支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
。「
新
予
防
給
付
」

の
対
象
者
へ
の
支
援
策
と
、
低
所
得
者
に
対
す

る
負
担
軽
減
策
と
し
て
、本
市
独
自
の
保
険
料
・

利
用
料
の
減
免
、
救
済
制
度
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

　
介
護
保
険
制
度
、高
齢
者
介
護
の
あ
り
方
は
、

国
の
制
度
と
し
て
現
在
も
将
来
に
渡
っ
て
も
行

わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
市
単
独
で
減
免

措
置
を
講
じ
る
こ
と
や
新
た
な
制
度
を
設
け
る

こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
国
で

減
免
措
置
等
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

だ
が
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
健
康
な
高
齢
者

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
と
し
、
今
後

も
介
護
予
防
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

須
山
敏
夫

共
産
党
三
次
市
議
団

質問
1 　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
の

　
基
本
的
な
考
え
方
は

包
括
的
な
医
療
体
制
の
整
備
に

取
り
組
む

答弁1

岡
市
長

国
の
制
度
に
お
い
て
対
応
し
て
い
く

答弁2

平
田
福
祉
事
務
所
長

質問
2 　
介
護
保
険
料
、
利
用
料
の

　
減
免
・
救
済
制
度
の
実
施
を

１０月１日にオープンしたケアハウス吉舎

医
療
機
関
が
連
携
し
救
急
医
療
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

答弁2

大
谷
市
民
病
院
部
事
務
部
長

質問
2 　
備
北
圏
域
の
医
療
機
関
の

　
現
状
に
つ
い
て

市立三次中央病院



一般質問

２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ⑩

　
甲
奴
郡
農
協
は
、
三
次
農
協
と
庄
原
市
農
協

と
で
備
北
広
域
合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
進
め
て
い
た
が
、
三
次
農
協
は
意
見
が
合

わ
ず
脱
会
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
甲
奴
郡
農
協
は

庄
原
市
農
協
と
合
併
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ

合
併
に
向
け
進
ん
で
い
る
。
行
政
と
結
び
つ
き

の
強
い
農
協
の
合
併
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
ま
た
、
甲
奴
郡
農
協
の
総
代
会
に
お
い
て
、

連
名
表
彰
さ
れ
な
か
っ
た
三
次
市
表
彰
条
例
の

解
釈
の
仕
方
と
、
今
後
優
良
農
家
等
に
つ
い
て

表
彰
さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
行
政
と
農
協
の
関
係
は
、
生
産
調
整
や
補
助

事
業
、
市
独
自
の
振
興
策
等
の
連
携
が
強
く
、

自
治
体
の
区
域
を
越
え
る
組
織
と
な
れ
ば
、
一

体
的
な
農
業
施
策
の
展
開
が
難
し
く
な
っ
て
く

る
。
農
協
の
合
併
に
つ
い
て
、
市
が
直
接
関
与

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
市
の
考
え
方
が

農
協
関
係
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
粘

り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

　
ま
た
、
連
名
表
彰
に
つ
い
て
は
、
庄
原
市
農

協
と
の
合
併
協
議
を
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
か

ら
、
三
次
市
長
と
し
て
の
連
名
に
よ
る
表
彰
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
引
き
込
み
工
事
は
一
括
発
注
さ
れ

た
が
、
甲
奴
中
学
校
耐
震
工
事
は
分
離
発
注
さ

れ
て
い
る
。
市
内
登
録
業
者
の
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
た
め
に
も
、
分
離
分
割
発
注
は
可
能

な
限
り
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

事
務
量
と
経
費
増
大
を
招
き
財
政
削
減
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
。
本
市
の
公
共
工
事
発
注

の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
責
任
あ
る

工
事
を
行
う
た
め
に
も
早
期
発
注
は
必
要
条
件

で
あ
る
が
、
発
注
の
遅
れ
の
原
因
は
何
か
。
発

注
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
基
本
的
に
は
分
離
・
分
割
発
注
よ
り
も
、
一

括
発
注
の
方
が
経
費
の
削
減
が
で
き
る
た
め
、

一
括
発
注
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
地
元
企

業
で
工
事
が
行
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
多
少

割
高
で
あ
っ
て
も
分
離
・
分
割
発
注
を
行
い
、

地
元
企
業
の
育
成
や
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
っ

て
い
こ
う
と
い
う
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
発
注
状
況
に
つ
い
て
は
、
７
月
〜
９
月
の
間

に
発
注
予
定
の
１
１
７
件
中
、
現
在
の
と
こ
ろ

57
件
で
48
％
で
あ
る
。
国
、
県
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
補
助
金
交
付
決
定
後
の
発
注
と
な

る
た
め
２
〜
３
ヶ
月
の
時
間
を
要
し
て
い
る

が
、
決
定
後
は
速
や
か
に
発
注
し
、
早
期
完
成

に
努
め
て
い
く
。

近
藤
　
勉創三

会

質問
1 　
甲
奴
郡
農
協
の
合
併
問
題
と

　
市
の
表
彰
条
例
に
つ
い
て

引
き
続
き
三
次
農
協
と
の
合
併
を

働
き
か
け
て
い
く

答弁1

岡
市
長

質問
2 　
公
共
工
事
発
注
の
基
本
的
な

　
考
え
方
と
発
注
状
況
は

今
後
も
早
期
発
注
、
早
期
完
成
に

努
め
て
い
く

答弁2

岡
市
長

ＪＡ甲奴郡甲奴支所

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
ま
た

そ
の
こ
と
で
施
設
の
活
用
や
地
域
の
活
性
化
に

生
か
す
の
で
あ
れ
ば
良
い
制
度
で
あ
る
。
し
か

し
、
公
の
施
設
を
民
間
が
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
に
な
る
と
、
経
費
節
減
や
効
率
性
に
重
点
が

置
か
れ
、
専
門
の
職
員
の
配
置
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
は
制
度
上

義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
条
例
や
協
定
に

盛
り
込
む
の
か
。
管
理
者
に
は
、
年
度
終
了
後

に
事
業
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
議
会
へ
の
報
告
義
務
は
な
い
。
住
民
や

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
使
い
勝
手
が
よ

く
な
り
、
使
い
方
の
自
由
度
も
広
が
る
よ
う
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
て
い
く
と
考
え
る
。ま
た
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
は
、
指
定
管
理
者

と
契
約
す
る
際
に
協
定
書
を
結
ぶ
の
で
、
そ
の

協
定
書
の
中
で
個
人
情
報
の
管
理
・
保
護
に
つ

い
て
明
確
に
規
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
制
度
導
入
後
も
市
の
施
設
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
ら
ず
、
施
設
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
設

置
者
と
し
て
立
ち
入
り
検
査
等
を
行
い
、
適
正

な
運
営
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
明
ら
か
に
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
公
募
に
関
し
て
適
切
な
競

争
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
公
募

の
時
期
・
期
間
・
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
選
定
の
方
法
に
は
審
査
の
公
平
性
や

透
明
性
が
必
要
で
あ
り
、
審
査
経
緯
や
審
査
結

果
な
ど
の
公
表
も
望
ま
れ
る
が
、
選
定
の
方
法

や
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
収
益
性
が
あ
る
施
設
や
、
一
括

し
て
公
募
す
る
こ
と
で
利
用
促
進
や
施
設
管
理

の
効
率
化
が
図
れ
る
施
設
等
に
つ
い
て
公
募
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
公
募
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
等
に
配
慮
し
、
公
開
で
き
る
も
の
に
つ

い
て
は
す
べ
て
公
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
公
募

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
条
例
改
正
が
本
議
会
で

可
決
さ
れ
た
後
に
手
続
き
を
進
め
、
公
募
の
方

法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
業
者

選
定
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
重
ね
て
い
く
。

林
　
千
祐創三

会

質問
1　
指
定
管
理
者
制
度
の
公
的
責
任
は

協
定
書
の
中
で
明
確
に
し
て
い
く

答弁1

岡
市
長

質問
2　
指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て

公
募
の
経
過
等
に
つ
い
て
情
報
公
開
に

努
め
る

答弁2

反
田
市
長
公
室
長

制度導入が予定されているみらさか福祉センター

仁
井
財
務
部
長



市政を問う市政を問う

みよし市議会だより第7号⑪

　
保
育
所
へ
入
所
を
希
望
す
る
児
童
、
い
わ
ゆ

る
待
機
児
童
が
、
市
全
体
で
昨
年
９
月
に
は
54

人
、
今
年
９
月
に
は
44
人
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
３
歳
未
満
児
で
あ
る
。
１
年
経
っ
て
も
解

消
さ
れ
て
い
な
い
要
因
は
何
か
。
ま
た
、
こ
う

し
た
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
施
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
本
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
、
33
人
の

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
待
機
児
童
の
解

消
は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
３

歳
未
満
児
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
保
育
所
の

う
ち
、
受
け
入
れ
が
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
、

整
備
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
保
育
所
整
備
を
検
討
す
る
中
で
、

３
歳
未
満
児
保
育
の
充
実
を
含
め
、
保
護
者
の

保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
整
備
を
行
っ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
現
在
、
本
市
の
保
育
士
の
正
規
職
員
は
１
１

１
名
で
あ
り
、臨
時
職
員
は
１
０
４
名
で
あ
る
。

正
規
職
員
と
臨
時
職
員
の
数
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い

う
状
態
は
、
異
例
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
異
常

で
は
な
い
か
。
本
市
の
年
間
出
生
率
は
５
０
０

人
を
切
り
、
今
後
も
少
子
化
は
年
々
進
む
傾
向

に
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
今
後
の
保

育
士
の
採
用
に
つ
い
て
は
難
し
い
面
も
あ
る
か

と
思
う
が
、
合
併
協
議
会
で
の
話
の
中
に
は
、

退
職
者
の
３
分
の
１
の
職
員
採
用
と
い
う
こ
と

も
あ
る
。
今
後
の
保
育
士
の
採
用
を
含
め
、
保

育
所
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
考
え
か
伺
う
。

　
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
若
手
、
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
職
員
採

用
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現

在
の
保
育
所
で
は
、
若
手
が
少
な
く
、
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
が
多
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
た
め
、

若
手
を
育
成
で
き
る
仕
組
み
の
中
で
将
来
的
な

組
織
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
保
育
所
適
正
化
検
討
委
員
会
か
ら
出
さ
れ

る
意
見
や
公
設
民
営
等
の
問
題
も
踏
ま
え
、
17

年
度
中
に
は
方
針
を
ま
と
め
て
い
く
。

　
市
長
は
50
年
、
１
０
０
年
先
を
見
つ
め
財
政

基
盤
を
強
め
て
、
自
主
独
立
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
積
極
的
に
行
財
政
改
革
を
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
急
激
な
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い

社
会
的
弱
者
や
団
体
へ
配
慮
し
な
が
ら
、
バ
ラ

ン
ス
の
あ
る
政
策
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
高

齢
化
の
進
む
集
落
で
は
、
強
力
な
支
援
が
必
要

で
あ
り
、自
治
組
織
に
委
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、

支
所
の
積
極
的
な
関
わ
り
が
重
要
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

„
き
ら
り
と
光
る
、特
色
あ
る
三
次
市
づ
く
り„

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
指
す
べ
き
方
向

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
支
所
の
役
割
は
何
か
と

い
う
と
こ
ろ
も
含
め
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人

た
ち
が
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
生
き
残
り

を
か
け
て
一
生
懸
命
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
弱
者
意
識
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る

こ
と
な
く
、
き
ら
り
と
輝
く
ま
ち
に
し
た
い
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、
毎
年
被
害
防
止
事
業
補
助
を
し
て
い
る

が
、
被
害
は
年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で

助
木
達
夫創三

会

質問
1　
待
機
児
童
を
解
消
す
る
策
は

３
歳
未
満
児
保
育
の
充
実
を
含
め
、

施
設
整
備
に
努
め
る

答弁1

高
岡
子
育
て
支
援
局
長

17
年
度
中
に
方
針
を
ま
と
め
る

答弁2

岡
市
長

質問
2　
保
育
士
の
採
用
の
考
え
は

山
口
　
誠創三

会

質問
1　
市
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

き
ら
り
と
光
る
、
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

答弁1

岡
市
長

質問
2　
農
業
被
害
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

三良坂保育所

あ
る
。
被
害
実
態
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
対
策
に
つ
い
て
も
近
隣
に
比

べ
十
分
と
は
言
え
ず
、
効
果
を
高
め
る
た
め
に

今
ま
で
の
個
人
的
助
成
か
ら
、
集
落
的
取
り
組

み
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
が
、
現
在
の
補
助
限
度

額
で
は
低
い
の
で
は
な
い
か
。
駆
除
班
が
機
能

し
て
い
な
い
面
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
指
導
の
徹

底
が
求
め
ら
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
被
害
の
状
況
は
、
市
に
届
け
出
が
あ
っ
た
件

数
に
よ
り
把
握
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
は
８

月
末
現
在
で
１
９
８
件
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
集
落
全
体
で
取

り
組
む
事
業
が
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
で
、
今
後
、
現
実
と
資
材
費
等
の
見
方
で

大
き
な
差
が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
が
、
現
段
階
に
お
い
て
は
こ
の
制
度
で

行
う
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
駆
除
班
に
つ
い
て

は
、
市
と
し
て
は
各
駆
除
班
に
対
し
出
動
を
お

願
い
す
る
立
場
に
あ
り
、
詳
し
い
こ
と
は
承
知

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
各
駆
除
班

が
よ
り
一
層
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。 現

状
の
制
度
等
で
被
害
縮
小
に

努
め
て
い
く

答弁2

久
保
田
産
業
部
長

有害鳥獣被害対策のため設置された柵（向江田町）



一般質問

２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ⑫

を
つ
く
り
、
大
学
誘
致
の
た
め
に
取
得
し
た
も

の
で
あ
る
。
教
育
文
化
施
設
用
地
と
し
て
購
入

し
た
た
め
、
商
業
用
地
と
し
て
使
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
い
う
状
況
も
踏
ま
え
、
今
後
は
酒

屋
地
区
全
体
を
教
育
・
文
化
・
観
光
の
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
し
て

い
る
十
日
市
、
三
次
地
区
等
、
１
，
０
１
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い
な
が
ら
、
ま
ず
酒
屋

地
区
に
つ
い
て
も
土
地
の
利
用
、
人
口
動
態
等

の
社
会
状
況
と
地
形
等
の
自
然
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
合
理
的
な
計
画
を
策
定
す
る
考
え
で

あ
る
。

　
旧
三
次
市
の
農
村
地
域
で
は
、
路
線
バ
ス
の

停
留
所
ま
で
平
均
２
〜
３
km
あ
る
高
齢
者
世
帯

が
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の
導
入
が
急
が
れ
る
が

所
見
を
伺
う
。

　
地
域
交
通
体
系
の
整
備
は
、
新
市
に
お
け
る

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
形
を

模
索
し
な
が
ら
、
方
向
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
ず
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
旧
町
村
で
行
わ
れ
て
い

た
、
地
域
バ
ス
や
通
学
・
通
園
バ
ス
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
周
辺
部
か
ら
市
街
地
ま

で
の
交
通
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
整
備
し
た
後
に
、
交
通
弱
者
に
対
す
る

き
め
細
や
か
な
交
通
の
確
保
を
考
え
て
い
る
。

今
年
度
、
三
良
坂
町
に
お
い
て
モ
デ
ル
と
し
て

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
予
定
し
て
い

る
が
、
今
後
、
導
入
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
順
次

広
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質問
2 　
デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の

　
早
期
導
入
を

順
次
導
入
を
進
め
る

答弁2

岡
市
長

　
酒
屋
地
区
に
は
、
三
次
中
央
病
院
、
看
護
学

校
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
農
村
公
園
、
現
在
建
設
中

の
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
な
ど
を
集
積
さ

せ
、
県
北
の
文
化
・
教
育
・
医
療
の
中
核
的
な

ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
ま
だ
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得

し
て
い
る
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
残
っ
て

お
り
、
そ
の
土
地
を
活
用
し
た
全
体
的
な
整
備

計
画
を
早
急
に
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
下
水
道
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
し
て
い
る
酒
屋

地
区
の
用
地
は
、
旧
双
三
郡
と
三
次
市
が
組
織

山
森
英
則創三

会

質問
1　
酒
屋
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
・
文
化
・
観
光
の
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
く

答弁1

岡
市
長

　
住
民
自
治
組
織
連
合
会
は
、
旧
三
次
市
で
12

組
織
、
旧
町
村
で
７
組
織
作
ら
れ
て
い
る
。
基

本
施
策
で
は
公
民
館
、
集
会
所
等
の
既
存
施
設

を
活
用
し
、
均
衡
あ
る
整
備
を
図
る
と
な
っ
て

お
り
、
来
年
度
に
向
け
て
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
補
助
金
の
算
出
ル
ー
ル
の
是
正
が
必

要
で
あ
る
。
現
在
の
ル
ー
ル
で
は
自
治
連
合
会

１
人
当
た
り
の
補
助
金
の
平
均
は
旧
三
次
市
が

４
，
２
０
０
円
、
旧
３
村
が
３
，
０
５
０
円
、

旧
４
町
が
１
，
９
９
０
円
で
あ
る
。
こ
の
数
字

が
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
大
変
な
不
公
平
感
が

あ
る
。
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
自
治
組
織
の
数
は
、
単
に
人
口
だ
け
で
は
な

く
歴
史
的
な
経
緯
や
、
こ
れ
ま
で
の
町
村
単
位

の
ほ
う
が
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
旧
町
村
長

や
自
治
組
織
と
の
協
議
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
尊
重
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
補
助
金
の
基
礎
ル
ー
ル
は
、
平

成
17
年
度
の
予
算
編
成
の
際
に
、

自
治
組
織
の
代
表
者
と
協
議
し
一

定
の
ル
ー
ル
が
で
き
て
い
る
。
来

年
度
に
つ
い
て
も
こ
の
ル
ー
ル
に

基
づ
き
予
算
措
置
を
す
る
方
針
で

あ
る
が
、
次
年
度
へ
向
け
自
治
組

織
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
次
の
５

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
公
募
先
の
目
安
は
あ
る
の
か
。

②
委
託
料
が
不
足
と
な
っ
た
場
合
は
管
理
者
の

負
担
に
な
る
の
か
。

③
小
中
学
生
は
利
用
料
の
減
免
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
高
校
生
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
場
合
は
、
管

理
運
営
事
務
の
委
託
も
考
え
ら
れ
る
が
、
委

託
料
の
中
に
こ
れ
に
係
る
人
件
費
は
含
ま
れ

る
の
か
。

⑤
譲
渡
の
対
象
と
な
る
集
会
所
に
つ
い
て
、
修

繕
費
は
全
額
市
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
基

準
は
あ
る
の
か
。

①
該
当
す
る
団
体
は
あ
る
と
考
え
る
。

②
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

③
減
免
規
定
に
よ
り
、
減
免
を
適
用
す
る
。

④
管
理
運
営
事
務
の
委
託
に
係
る
人
件
費
は
算

入
す
る
予
定
は
な
い
。

⑤
個
別
に
地
域
と
協
議
し
調
整
し
て
い
く
。

木
村
春
雄清政

会

質問
1　
住
民
自
治
組
織
に
つ
い
て

ル
ー
ル
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く

答弁1

岡
市
長

質問
2 　
指
定
管
理
者
制
度
の

　
導
入
に
つ
い
て

今
後
そ
れ
ぞ
れ
調
整
し
て
い
く

答弁2

反
田
市
長
公
室
長

テニスコートの整備が進むみよし運動公園

制度導入が予定されている

中四字コミュニティーセンター（吉舎町）

中
広
水
道
局
長

湧
田
自
治
振
興
部
長



市政を問う市政を問う

みよし市議会だより第7号⑬

　
平
成
17
年
度
か
ら
新
し
い
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
制
度

が
農
業
の
法
人
化
に
対
し
て
有
効
に
機
能
す
る

た
め
に
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。
次
の
５
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
法
人
化
し
て
い
る
団
体
の
役
員
の
年
齢
構
成

は
②
法
人
化
で
土
地
流
動
化
し
た
委
託
面
積
は

③
法
人
化
す
る
場
合
に
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

補
助
制
度
は

④
機
械
利
用
組
合
的
な
団
体
の
法
人
化
は
可
能

か
⑤
法
人
化
の
推
進
に
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

指
導
体
制
で
臨
む
の
か

①
50
歳
未
満
が
４
名
、
50
代
が
24
名
、
60
代
が

21
名
、
70
歳
以
上
が
16
名

②
７
法
人
の
請
負
面
積
の
合
計
は
１
４
８
．
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

③
市
で
は
農
地
の
集
積
に
対
す
る
認
定
農
業
者

育
成
事
業
、
県
で
は
法
人
の
経
営
効
率
化
を

支
援
す
る
新
農
林
水
産
業
、
農
村
漁
村
活
性

化
総
合
支
援
事
業
、
国
で
は
地
域
に
お
け
る

生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
総
合
的
な
対
策
と
し

て
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
等
が
あ
る
。

④
機
械
利
用
組
合
の
法
人
化
は
可
能
で
あ
る
。

⑤
法
人
は
経
営
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
が
第
一
で
あ
る
た
め
、
経
営
指
導
等
に

今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　
①
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
、
国
、
県
か

ら
は
ど
の
よ
う
な
要
請
が
き
て
い
る
の
か
。

②
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
た
め
１
億
円
の
補
正
が

組
ま
れ
た
が
、
そ
の
工
事
の
主
な
も
の
は

③
除
去
し
た
際
に
で
る
有
害
な
廃
棄
物
の
廃
棄

は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

④
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
不
安
を
抱
く
市
民
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

①
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
調
査

し
県
に
報
告
す
る
よ
う
指
示
が
出
て
い
る
。

②
現
在
Ｂ
＆
Ｇ
吉
舎
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
吉
舎
生

涯
セ
ン
タ
ー
、
布
野
生
涯
セ
ン
タ
ー
、
三
次

市
錦
水
園
、
三
良
坂
支
所
の
一
部
が
工
事
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
調
査
結
果
に

よ
り
適
切
に
対
応
す
る
。

③
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
関

係
機
関
等
と
十
分
協
議
し
、
遺
漏
の
な
い
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
市
民
生
活
部
生

活
相
談
グ
ル
ー
プ
に
総
合
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
が
な
い
よ
う

情
報
を
整
理
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

森
田
弘
毅清政

会

質問
1 　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と

　
農
業
法
人
化
に
つ
い
て

質問
2　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

遺
漏
の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く

答弁2

仁
井
財
務
部
長

アスベスト除去を含む改修工事が
進むＢ＆Ｇ吉舎海洋センター

市
と
し
て
も
法
人
化
に
向
け

支
援
し
て
い
く

答弁1

久
保
田
産
業
部
長

　
合
併
協
議
会
の
中
で
、
旧
町
村
は
農
業
振
興

ゾ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
新
市
の
農

業
計
画
は
、
旧
三
次
市
に
お
い
て
平
成
15
年
に

樹
立
し
た
頑
張
る
農
家
を
日
本
一
支
援
す
る

「
三
次
市
ふ
る
さ
と
農
林
業
創
造
プ
ラ
ン
」
を

継
承
し
、
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
17
年
度
で
そ
の

３
ヵ
年
が
終
了
す
る
。
ま
だ
総
括
が
で
き
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
実
施
状
況

と
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
11
項
目
33
事
業
を
掲
げ
実

施
し
て
お
り
、
成
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在

検
証
を
行
っ
て
い
る
。
主
な
実
施
状
況
は
、
三

次
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
の
実
現
に
つ
い
て
は
成
果
が

顕
著
で
あ
り
、
子
牛
価
格
は
県
内
で
も
最
高
の

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
の
継
続
実
施
に
よ
り
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
防
止
に
一
定
の
成
果
が
現
れ
て

い
る
。
一
方
で
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
後
を
絶
た

ず
、
引
き
続
き
効
果
的
な
被
害
防
止
策
が
必
要

で
あ
る
。
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
る
が
、
総
体
的
に
は
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
農
業
公
社
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
12
月
定
例

会
で
の
市
長
の
答
弁
は
、
平
成
17
年
度
で
の
統

合
、
合
併
に
向
け
て
、
各
公
社
等
へ
調
整
作
業

を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
平
成
17
年
６
月
定
例
会
で
は
、
市

長
は
廃
止
の
方
向
で
い
く
と
答
弁
さ
れ
た
。
わ

ず
か
の
期
間
で
統
合
か
ら
廃
止
の
方
向
に
変

わ
っ
た
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

　
公
社
に
つ
い
て
は
、
統
合
に
向
け
業
務
内
容

な
ど
の
調
査
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
５
つ
の

公
社
の
組
織
形
態
や
業
務
内
容
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
公
社
業
務
の

う
ち
、
市
の
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
整
理
が
可

能
と
な
る
た
め
、
今
後
の
主
な
業
務
は
農
作
業

受
委
託
の
あ
っ
せ
ん
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
組

織
形
態
と
し
て
の
公
社
は
廃
止
し
、
そ
の
業
務

は
新
た
な
組
織
に
移
行
し
た
ほ
う
が
良
い
と
の

考
え
に
達
し
、
統
合
か
ら
廃
止
へ
と
方
針
を
転

換
し
た
。

　
廃
止
後
も
農
作
業
の
受
委
託
の
あ
っ
せ
ん
等

の
業
務
は
新
組
織
に
引
継
ぎ
、
農
家
の
方
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

沖
原
賢
治清政

会

質問
1 　
三
次
市
ふ
る
さ
と
農
林
業
創
造

　
プ
ラ
ン
の
現
状
と
評
価
は

総
体
的
に
は
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る

答弁1

岡
市
長

質問
2　
農
業
公
社
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

廃
止
に
向
け
調
整
を
進
め
て
い
る

答弁2

久
保
田
産
業
部
長

産業建設常任委員会各公社視察（７月　日）
（三和まちづくり公社）

１４　　



一般質問

２００５（平成１７）年１１月１０日発行 ⑭

　
道
路
維
持
修
繕
に
係
る
本
市
の
基
本
姿
勢
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
本
議
会
に
お
い
て
も
道

路
構
造
物
に
起
因
す
る
交
通
事
故
や
路
面
の
不

良
に
よ
る
事
故
が
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
事
故
の
軽
減
や
防
止
を
図
る

上
で
も
、
道
路
維
持
作
業
員
を
配
置
し
て
、
路

面
の
点
検
や
側
溝
等
の
清
掃
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

　　
道
路
の
維
持
管
理
は
、
道
路
管
理
者
の
最
も

重
要
な
責
務
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
職
員
等
の

危
機
管
理
意
識
を
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
に
よ
り
危
険
箇
所

を
早
期
に
発
見
し
、
災
害
や
事
故
の
防
止
に
努

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
道
路
の
修
繕
等
に
つ
い
て
も
、
本
庁
、

支
所
と
の
連
携
の
も
と
迅
速
に
対
応
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
お
り
、
現
行
の
業
者
委
託
の
方
法

に
よ
れ
ば
、
技
術
力
の
確
保
や
資
材
・
機
器
の

調
達
が
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
業

者
委
託
の
方
法
に
よ
り
、
市
道
の
維
持
管
理
を

的
確
に
行
っ
て
い
く
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
公
募
型

施
設
の
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
選
定
方
法
に

つ
い
て
、
６
月
定
例
会
で
も
異
論
が
出
さ
れ
た

が
、
選
定
に
関
す
る
透
明
性
、
公
平
性
の
確
保
、

選
定
基
準
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
指
定
手

続
き
の
透
明
性
は
指
定
管
理
者
制
度
の
す
べ
て

を
決
め
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
先
進

地
で
早
く
も
混
乱
が
起
き
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
こ
の
点
を
あ
い
ま
い
に
し
て
は
な
ら
な

い
。
条
例
に
首
長
や
議
員
の
兼
業
禁
止
等
を
盛

り
込
む
こ
と
も
含
め
、
所
見
を
伺
う
。

　
公
募
を
行
う
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
選
定
基
準
を
明
確
化
し
公
募
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
こ
の
指
定
管
理
者
制
度
が
他
の
仕
組
み

と
異
な
る
点
と
し
て
、
指
定
管
理
団
体
の
指
定

に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
終
的
に
は
議
会
議
決
と
し
て
、
公
平
に
決
定

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
兼
業
禁
止
に
つ
い
て
は
そ
の
方
向
で

行
う
考
え
で
あ
り
、
今
後
条
例
で
定
め
る
か
、

契
約
で
定
め
る
か
な
ど
一
定
の
方
向
を
示
し
た

い
。

田
村
眞
司清政

会

質問
1　
道
路
維
持
管
理
の
基
本
姿
勢
は

道
路
維
持
管
理
は
行
政
の
重
要
な

責
務
と
考
え
る

答弁1

国
広
建
設
部
長

質問
2 　
公
募
型
の
指
定
管
理
者
の
選
定
に

　
関
す
る
公
平
性
の
確
保
は

選
定
基
準
を
明
確
化
し
市
民
に

公
表
す
る

答弁2

岡
市
長

道路の安全パトロールに向う職員

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
文
書

が
、
７
月
に
裏
付
け
数
値
と
共
に
財
務
部
か
ら

出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
合
併
協
議
会
で
確

認
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き
合
併
時
の
数
値
を

入
れ
た
場
合
、
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
、
特

に
旧
町
村
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

　
一
般
会
計
に
も
特
別
会
計
に
も
表
れ
な
い
、

土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
し
た
塩
漬
け
土
地

の
利
払
い
も
今
後
の
市
財
政
運
営
に
大
き
な
関

わ
り
が
あ
る
。
公
社
に
よ
る
土
地
の
先
行
取
得

は
当
時
と
し
て
は
市
の
事
業
を
行
う
上
で
有
効

な
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
と
い
う
経
済

状
況
の
急
激
な
変
化
が
公
社
を
お
荷
物
に
し
た

の
で
そ
の
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
い
が
、
計

画
を
見
直
す
上
で
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

　
財
政
状
況
を
確
認
し
、
地
域
審
議
会
や
議
会

の
論
議
を
深
め
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。
議
員
が
理
解
で
き
な
い
も

の
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

と
は
思
え
な
い
。

　
補
助
金
や
交
付
金
が
削
減
さ
れ
る
中
、
す
べ

て
を
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
で
き
る
限
り
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
練
ら
れ

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
特
に
生
活
基
盤
に
関
わ
る
事
業
や

将
来
に
つ
な
が
る
事
業
、
あ
る
い
は
緊
急
性
や

重
要
性
の
高
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
な
く
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
業
も
あ
り
、
市
全
体
の
こ
と
を
考
え
進
め
て

い
き
た
い
。
合
併
し
な
け
れ
ば
今
や
っ
て
い
る

事
業
す
ら
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
共
通
の
認
識
と
し
て
持
っ
て
い
た

だ
く
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
が
現
在
抱
え
て
い
る

土
地
の
中
で
、
一
定
の
目
的
が
あ
る
用
地
に
つ

い
て
は
、
交
付
金
や
補
助
金
事
業
に
合
わ
せ
て

買
い
戻
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
使
用
目
的
や

用
途
が
明
示
さ
れ
て
な
い
も
の
（
残
地
等
）
に

つ
い
て
は
、
簿
価
ま
で
達
し
て
い
な
く
て
も
、

利
息
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
早
目
に
売
却
を
し
た

方
が
よ
い
た
め
、
処
分
す
る
と
い
う
基
本
方
針

の
も
と
で
整
理
を
し
て
い
る
。

國
岡
富
郎清政

会

質問
1 　
市
民
に
理
解
さ
れ
る

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
を

市
全
体
を
見
て
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

進
め
る

答弁1

岡
市
長

土地開発公社が先行取得している土地



市政を問う市政を問う
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こ
の
度
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
実
態

調
査
が
広
島
県
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
本
市
で
急
傾
斜
地
、
土
石
流
、
地
滑
り

等
の
危
険
箇
所
が
１
、８
１
７
箇
所
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
中
で
も
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
日
々
住
民
は
生

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

　
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
現
地
で
詳
細
に
調
査

を
す
る
中
で
指
定
さ
れ
た
と
い
う
の
は
初
め
て

で
あ
り
、
ハ
ー
ド
事
業
の
対
策
に
つ
い
て
、
ま

だ
具
体
的
に
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
土
砂
災
害

の
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
ハ
ー
ド
事
業
の
種
類

と
し
て
は
、
国
土
交
通
省
の
砂
防
事
業
や
急
傾

斜
地
の
崩
壊
対
策
事
業
、
地
元
で
一
定
額
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
国
土
崩
壊
地
の
復
旧
事
業
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
ソ
フ
ト
面
で
の
避
難
体
制

や
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
も
深
め
る
中
で
、

こ
の
よ
う
な
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
も
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
今
回
の
市
民
バ
ス
の
業
者
選
定
に
つ
い
て
、

９
月
22
日
付
で
配
布
さ
れ
た
交
通
体
系
整
備
特

別
委
員
長
中
間
報
告
に
よ
る
と
、「
入
札
に
お

け
る
予
定
価
格
と
落
札
決
定
額
は
透
明
性
に
欠

け
る
も
の
で
あ
る
。」
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
報
道

で
は
「
見
積
り
期
間
が
土
日
を
挟
ん
で
５
日
間

し
か
な
い
と
い
う
短
さ
」が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
も
疑
問
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
入
札
に
つ
い
て
も
、
そ
の
後
の
運
用
に
つ
い

て
も
、
厳
正
・
公
正
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
疑
問
点
に
お
い
て
も
議
会
で
す
べ
て

お
答
え
し
て
い
る
。
ま
た
、
見
積
り
期
間
に
つ

い
て
も
、
事
前
に
業
者
に
対
し
て
説
明
会
を
開

催
し
、
同
意
の
上
で
見
積
書
等
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

大
森
俊
和

市
民
ク
ラ
ブ

質問
1　
本
市
の
土
砂
災
害
対
策
は

避
難
体
制
の
強
化
を
図
る
中
で
ハ
ー

ド
面
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

答弁1

土
肥
総
務
企
画
部
長

質問
2 　
市
民
バ
ス
の
契
約
に
関
す
る

　
問
題
に
つ
い
て

厳
正
・
公
正
に
実
施
し
て
い
る

答弁2

岡
市
長

急傾斜地崩壊危険箇所（吉舎町）

　
学
力
低
下
が
深
刻
に
議
論
さ
れ
る
た
び
に
、

本
質
論
に
は
な
ら
ず
安
直
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
習

熟
度
別
指
導
、
競
争
主
義
の
学
力
テ
ス
ト
が
氾

濫
し
て
、「
数
値
目
標
」「
目
に
見
え
る
結
果
」

に
よ
る
評
価
が
学
校
の
力
を
奪
い
、
学
校
教
育

の
機
能
低
下
を
起
こ
し
、
学
力
テ
ス
ト
の
実
施

が
学
力
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
さ
ら
に

教
職
員
は
、
指
導
は
そ
っ
ち
の
け
で
点
数
を
上

げ
る
た
め
だ
け
に
奔
走
し
、
あ
る
学
校
で
は
テ

ス
ト
の
点
数
を
改
ざ
ん
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
そ
れ
は
事
実
か
。
教
育
委
員
会
か
ら
の
厳

し
い
責
め
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
性
を
も
破
壊

す
る
行
為
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
（
学
力
到
達
度
検
査
）

と
県
の
基
礎
基
本
調
査
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

お
り
、
基
礎
基
本
テ
ス
ト
は
県
平
均
よ
り
下

回
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
は
『
広
報
み
よ
し
』
に

公
表
す
る
た
め
、
模
擬
テ
ス
ト
や
前
回
の
テ
ス

ト
を
何
回
も
練
習
す
る
な
ど
、
テ
ス
ト
対
策
を

行
っ
た
結
果
で
は
な
い
の
か
。

　
Ｃ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て
、
決
し
て

練
習
を
重
ね
た
か
ら
到
達
率
が
上
が
っ
た
と
は

と
ら
え
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
学
力
に
つ
い
て
、
す
べ
て
分
析

し
て
あ
り
、
学
級
全
体
、
学
年
全
体
の
分
析
結

果
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
結
果
に
基
づ
い

て
各
学
校
が
改
善
計
画
を
立
て
て
お
り
、
そ
の

改
善
計
画
が
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ
、
本
当
の
意

味
で
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
力
が
定
着
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
テ

ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
努
力
を
重
ね
、
指

導
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
到
達
率
が
上
が
っ

た
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。

　
改
ざ
ん
等
の
事
実
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、

今
後
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

竹
原
孝
剛

市
民
ク
ラ
ブ

質問
1　
学
力
テ
ス
ト
の
問
題
点
に
つ
い
て

今
後
も
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

対
し
て
き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
る

答弁1

藤
川
教
育
長
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請願
採択したもの

篠
原
議
員

・
畜
産
振
興
に
つ
い
て

岡
田
議
員

・
不
登
校
問
題
に
つ
い
て

福
岡
議
員

・
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

林
議
員

・
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

・
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

その他の質問

陳情
採択したもの

三
次
市
住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
制
度
の
予

算
増
額
に
つ
い
て

提
出
者
　
三
次
民
主
商
工
会

　
　
　
　
会
　
長
　
 森
  瀧
  義
  隆

　
　
　
　
同
建
設
業
交
流
会

　
　
　
　
代
　
表
　
 田
  中
　
    武

三
次
市
三
次
町
板
崎
地
区
河
川
護
岸
整
備
事
業
に
つ
い
て

提
出
者
　
日
山
地
域
改
良
協
議
会

　
　
　
　
会
　
長
　
 山
  本
  正
  行
　
外
４
名

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し

て
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

防
護
柵
等
の
設
置
の
た
め
の
機
械
代
や
人
件
費

等
は
一
切
見
て
い
な
い
。
水
路
や
農
道
を
修
繕

す
る
場
合
と
同
等
程
度
の
市
の
補
助
金
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
制
度
を
利
用
し
て
、
地
元
か
ら
は
農

道
の
舗
装
、
用
水
路
の
整
備
、
里
道
の
整
備
等

の
事
業
要
求
が
出
て
お
り
、
中
に
は
単
市
事

業
、
単
県
事
業
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
昨
年
の
予
算
や
今
年
度
の
予
算
を
見
た
と

こ
ろ
、
市
の
予
算
措
置
が
少
な
い
が
、
地
元
要

望
の
事
業
が
実
施
で
き
る
の
か
、
地
元
の
方
々

は
非
常
に
不
安
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
所
見

を
伺
う
。

　
今
年
度
、
新
た
に
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、

集
落
が
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
防
護
柵
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
上
限
を
１
０
０
万
円
と
し
て

資
材
費
３
分
の
１
の
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
、
市
全
体
で
の
取
り
組
み
状
況
や

要
望
等
を
勘
案
し
、
運
用
や
補
助
基
準
に
つ
い

て
も
見
直
す
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、
単
県
事
業
に
つ
い
て
は
、
年
度
中
途

で
県
か
ら
も
割
り
当
て
を
追
加
配
分
さ
れ
て
い

る
た
め
、
県
の
事
業
量
だ
け
は
最
大
限
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
市
内
各
箇
所
か

ら
か
な
り
の
要
望
が
出
て
い
る
た
め
、
今
年
度

中
に
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ

不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
単
市
事

業
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
を
実
施
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
思
う
が
、
可
能
な
限
り
緊
急
度

の
高
い
事
業
か
ら
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
く
。

池
田
　
徹

市
民
ク
ラ
ブ

質問
1 　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

　
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実
を

可
能
な
限
り
努
力
し
て
い
く

答弁1

久
保
田
産
業
部
長

中山間地域等直接支払制度を利用して整備された農道（吉舎町敷地）

⑯

山
口
議
員

・
健
康
づ
く
り
介
護
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
で
の
総
合
学
習
の
見
直
し
に
つ
い
て

山
森
議
員

・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

・
教
育
問
題
に
つ
い
て

木
村
議
員

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

18
名

◎竹　岡　律　男
○久　保　卓　巳
　山　口　　　誠
　菅　　　三　司
　篠　原　多恵子
　木　村　春　雄
　竹　原　孝　剛
　今　井　資　宏
　島　本　恒　夫
　大　森　俊　和
　林　　　千　祐
　國　岡　富　郎
　久保井　昭　則
　山　本　広　治
　近　藤　　　勉
　森　田　弘　毅
　福　岡　誠　志
　須　山　敏　夫

特別委員会が
設置されました
特別委員会が
設置されました

（◎委員長　○副委員長）
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　本委員会では、指定管理者制度とＮＰＯ法人への支援策につ

いて先進地視察を行った。

　目黒区は、公の施設94施設の内７施設を公募とし、残りは継

続としている。取り組みの特徴は、「個人情報保護条例」の適用

と「兼業禁止規定」を条例に規定しようとしているところである。

　北区では、昨年12月に制度導入のガイドラインを庁内及び議

会に示したことからスタートした。公の施設57の内２施設で出

発しようとしている。特徴的なのは、ＰＦＩ手法と指定管理者

制度の併用、モニタリングの活用により協定に従って安定的で

確実なサービスの提供や財務状況の監視を取り入れているとこ

ろである。

　市川市では、福祉の増進、こどもの健全育成、文化スポーツ

振興等の活動を行うＮＰＯ法人等に対して、市税１％の財源を

補助する全国でも珍しい制度を実施している。その内容は、市

税納税額約300億円の１％にあたる３億円を、270の市民団体、

87のＮＰＯ法人に、上限10万円として補助するものである。

　本市においても、来年４月から234の公共施設について、指

定管理者制度を導入し、民間の活力によって運営や住民のサー

ビス向上を図ろうとしており、議会としてもしっかり精査して

いきたい。

■開催日
平成17年7月26日（火）～28日（水） 

■視察地

東京都目黒区、北区、千葉県市川市

総務常任委員会

（記　委員長：黒瀬　健郎）

　三次市は少子化対策を中心とした「福祉」を充実するため“子
育て日本一のまち”総合プランにより総合的な「子育て支援」
の展開を行っている。
　今回、民生常任委員会での視察は、長崎県大村市の「子育て
支援センターを中心とした地域子育て支援体制の構築につい
て」長崎県佐世保市の「子育て支援（ショートステイ。トワイ
ライトステイ事業）について」「佐世保市子ども条例の取り組
みについて」の研修を行った。大村市では市内に現在ある 3箇
所の子育て支援センターに加えて、新たに 3箇所を開設し、身
近な地域で子育てを支える体制作りに取り組んでいる。また児
童虐待を含む、さまざまな子どもや子育て家庭の問題に対応す
るネットワークの構築により、個々のケースに応じたきめ細か
い活動とするよう施策を展開している。佐世保市では、子ども
の育成のために大人が果たすべき役割を明らかにし、社会が一
体となって子どもの育成に関わる決意を示すため、子ども条例
の検討を進めている。また、日数単位で子どもを預かる「ショー
トステイ」夜間だけの預かりである「トワイライトステイ」に
取り組んでいる。子どもは次代の社会を担う大切な人材である
が、依然として歯止めが利かない少子化が続いている。そこに
は、現在の日本社会が抱える問題が、複雑に絡み合っている。
大村市・佐世保市に見られる子育て支援施策を、三次市に持ち
込む等益々の充実が必要である。

■開催日

平成17年10月25日（火）～27日（木） 
■視察地

長崎県大村市、佐世保市

民生常任委員会

（記　委員長：竹原　孝剛）

⑰

（目黒区役所）

（大村市子育て支援センター）
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８月３日　交通体系整備特別委員会
　　５日　議会運営委員会
　　８日　産業建設常任委員会
　　10日　山口県山口市議会行政視察来三
　　11日　第１回臨時会
　　22日　文教自治常任委員会
　　　　　産業建設常任委員会
　　25日　議会運営委員会
９月５日　交通体系整備特別委員会
　　８日　産業建設常任委員会
　　９日　地域開発調査特別委員会
　　13日　備北地区消防広域行政組合議会臨時会
　　15日　９月定例会告示
　　　　　議会運営委員会
　　　　　全員協議会
　　22日　９月定例会本会議
　　　　　決算特別委員会
　　　　　広報広聴特別委員会
　　25日　本会議（一般質問）
　　26日　本会議（一般質問）
　　27日　連合審査会、産業建設常任委員会
　　28日　各常任委員会
　　　　　愛知県吉良町議会行政視察来三
　　29日　民生・文教自治・産業建設常任委員会
　　30日　総務常任委員会
10月３日　本会議
　　　　　決算特別委員会
　　４日　決算特別委員会
　　５日　決算特別委員会
　　　　　福井県福井市議会行政視察来三
　　　　　東京都あきる野市議会行政視察来三
　　６日　決算特別委員会
　　　　　茨城県笠間市議会行政視察来三
　　11日　決算特別委員会
　　17日　本会議
　　　　　行財政改革特別委員会
　　　　　広報広聴特別委員会
　　19日～20日　交通体系整備特別委員会行政視察
　　24日　広報広聴特別委員会
　　25日～27日　民生常任委員会行政視察
　　27日　神奈川県南足柄市議会行政視察来三
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⑱

市議会を
傍聴してみませんか

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することが
できます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口
で傍聴券を受け取って入場してください。
　なお、団体の場合はあらかじめ議会事務局へ
ご連絡ください。

次期定例会は12月中旬に開会する予定です。

お問い合わせは　議会事務局へ

　　TEL  （0824）62-6179
　　FAX  （0824）62-6110
Eメールアドレス  gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp11

あ と が き

　
第
４４
回
衆
議
院
議
員
選
挙
は
自
民
党
の
圧
勝
で
終
わ
り
、３
ヶ
月
前

に
否
決
、
廃
案
と
な
っ
た
郵
政
民
営
化
関
連
法
案
が
、
１０
月
１４
日
、
同

じ
法
案
が
修
正
も
な
く
可
決
、
成
立
し
、２
０
０
７
年
１０
月
か
ら
の
民

営
化
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
わ
が
国
は
、
議
員
内
閣
制
を
採
用
し
て
お
り
、
総
理
大
臣
は
国
会
議

員
の
中
か
ら
国
会
の
議
決
に
よ
り
指
名
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
与
党
と
野

党
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
は
、
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
議
会
と
、
施
策
を
執
行
す
る
執
行
機
関
、
教
育
委
員
会
等
の

行
政
委
員
会
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
国
会
と
異
な
り
一
院
制
で
、
議
員
も
市
長
も
住
民
の
直
接

選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
任
期
は
４
年
間
あ
り
ま
す
。
市
長
と
議
会
の

関
係
は
対
等
で
、
抑
制
・
均
衡
が
働
く
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
地
方

議
会
で
は
与
党
や
野
党
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
市
民
を
主
役
に
是
々

非
々
で
の
対
応
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

議
会
と
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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広報広聴特別委員会


